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「通常総会」開催
東日本大震災復興支援
各団体の取り組み

東日本大震災で被災された方々に、 　
　　　　　　　お見舞い申し上げます。

労福協

特 集
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社
団
法
人
千
葉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会　

２
０
１
１
年
度
通
常
総
会
開
催
！

２
０
１
１
年
５
月
2０
日

（
金
）、
２
０
１
１
年
度
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
長
に
連
合
千
葉
の
「
帷

子
」
氏
を
選
出
し
、
小
泉

会
長
あ
い
さ
つ
、
ご
来
賓

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
後
、

こ
れ
ま
で
の
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
や

「
連
合
千
葉
の
中
央
メ
ー

デ
ー
」
で
い
た
だ
い
た
募

金
（
２
４
５
万
円
）
を
、

千
葉
県
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

黒
河
会
長
は
じ
め
新
役
員
体
制
が
決
ま
る
！

小泉会長あいさつ

黒河新会長代表あいさつ

＜千葉県労福協　2011年度　役員体制について＞

会　　長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
常務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事

監　　事
監　　事
監　　事

役　　名
黒 河 　 　 悟
小 泉　津都武
川 嶋 　 正 和
丸 山 　 芳 高
石 田 　 　 勉
牧 野 　 昌 子
日 高 　 英 彦
小 栁 　 光 廣
椎 名 　 　 衛
佐久間　靖 夫
三 上 　 光 明
小 川 　 　 悟
櫻 井 　 晶 樹
富 田 　 信 夫

野 田 　 泰 造
榎 澤　淳一郎
松 本 　 　 博

氏　　名
連合千葉
中央労金千葉県本部
全労済千葉県本部
千葉県生協連
千葉県労福協
NPO法人地域創造ネットワークちば
野田地区労福協
連合千葉
連合千葉・自治労千葉県本部
連合千葉・千教組
連合千葉・基幹労連
連合千葉・県私鉄
中央労金千葉県本部
全労済千葉県本部

連合千葉・電機連合
中央労金千葉県本部
全労済千葉県本部

所 属 団 体

顧　　問
顧　　問

栗 田 　 忠 宏
岡 田 　　 勝

初代会長
２代目会長
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こ
れ
は
、
理
事
会
で
募
金

の
寄
附
先
を
検
討
し
て
い

る
最
中
に
「
東
日
本
大
震

災
」
が
発
生
し
、
千
葉
県

内
で
も
多
く
の
方
々
が
被

災
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

千
葉
県
へ
の
義
援
金
と
す

る
こ
と
を
理
事
会
で
決
定

し
、
こ
の
総
会
の
総
意
と

し
て
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
募
金
い
た
だ
い

た
、
多
く
の
皆
様
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
通
常
総
会
で
選
出
さ
れ
た
理

事
に
よ
る
互
選
に
よ
り
、
会
長
の
職
を
お

引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中

央
労
働
金
庫
千
葉
県
本
部
長
の
前
小
泉
労

福
協
会
長
、
全
労
済
千
葉
県
本
部
の
川
嶋

本
部
長
は
副
会
長
と
し
て
引
き
続
き
労
福

協
運
動
に
関
わ
っ
て
頂
き
ま
す
し
、
千
葉

県
生
協
連
よ
り
選
出
頂
い
て
い
た
田
島
会

長
理
事
は
副
会
長
を
勇
退
さ
れ
ま
し
た
が
、

代
わ
っ
て
丸
山
専
務
理
事
に
就
任
頂
き
ま

し
た
。
会
館
問
題
や
新
公
益
法
人
化
な
ど
、

早
急
に
結
論
を
見
い
だ
さ
な
く
て
は
な
ら

今
期
は
改
選
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

櫻
井
役
員
推
薦
委
員
長
か
ら
、
推
薦

ま
で
の
経
過
と
新
役
員
の
提
案
が
な

さ
れ
、
右
頁
の
と
お
り
新
役
員
体
制

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、第
１
号
議
案
の「
２
０
１
０

年
度
事
業
報
告
」
か
ら
第
５
号
議
案

の
「
一
般
社
団
定
款
（
案
）」
に
つ

い
て
も
、
石
田
常
務
か
ら
報
告
・
提

案
が
さ
れ
て
、
全
て
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

な
い
課
題
の
解
決
や
「
ち
ば
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
活
動
を
始
め
と
し
た
、

労
福
協
に
期
待
さ
れ
る
活
動
の
強
化
な
ど

果
た
し
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

三
役
は
じ
め
理
事
・
監
事
の
皆
さ
ま
の
お

力
を
お
借
り
し
て
、
労
福
協
活
動
の
前
進

を
図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
私
は
連
合
千
葉
会
長
と
の

兼
務
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
連
合

千
葉
は
こ
の
11
月
に
は
地
域
協
議
会
改
革

を
仕
上
げ
、
新
し
い
仕
組
み
で
の
新
た
な

活
動
を
始
め
ま
す
。
こ
の
目
的
は
「
全
て

の
働
く
者
の
地
域
の
拠
り
所
に
な
る
」
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
は
労
福
協
の
目
指
す
も

の
と
全
く
一
緒
だ
と
言
え
ま
す
し
、
そ
れ

に
は
先
に
述
べ
た
「
ち
ば
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
と
の
相
互
協
力
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

今
回
の
東
日
本
大
震
災
は
「
人
が
繋
が

り
、
支
え
あ
う
」
こ
と
の
大
切
さ
を
私
た

ち
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
共

助
」
の
要
の
ひ
と
つ
に
労
福
協
が
な
れ
ば

と
の
思
い
を
強
く
し
ま
す
。
私
の
労
福
協

就
任
が
少
し
で
も
そ
の
こ
と
に
役
立
つ
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、
精
一
杯
努
力
し
て
参

り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
し
ま
す
。

チャリティー募金贈呈

提案する石田常務理事

労
福
協
が

「
共
助
」の
要
の
ひ
と
つ
と
し
て

黒河新会長
あいさつ

黒河新会長
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ことを軸とする安心社会と
自由で平和な世界をつくろう！

「
つ
な
が
ろ
う
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」を
合
言
葉
に
震
災
の
救
援・

　第82回千葉県中央メーデーを
　　「東日本大震災復興支援メーデー」と位置づけ開催!!

連
合
千
葉
は
、
４
月
29
日
（
金
・
祝
）

10
時
か
ら
千
葉
県
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
組
合
員
約
５
５
０
人
の
参
加

の
も
と
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
・
第

82
回
千
葉
県
中
央
メ
ー
デ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

冒
頭
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
尊
い
命
を
お
と
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
哀
悼
の
意
を
表
し
黙
祷
を
捧
げ
た
の
ち

式
典
に
入
り
ま
し
た
。

式
典
１
部
で
は
、
行
政
関
係
、
友
好
政

党
、
連
合
千
葉
議
員
団
、
連
合
千
葉
高
退

連
、
福
祉
団
体
な
ど
か
ら
多
く
の
ご
来
賓

に
出
席
を
頂
く
な
か
、
黒
河
実
行
委
員
長

の
「
つ
な
が
ろ
う
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
！
を
合

言
葉
に
、
働
く
者
が
一
つ
に
な
っ
て
震
災

か
ら
の
復
旧
と
復
興
そ
し
て
、
震
災
で
影

響
を
受
け
た
仲
間
の
支
援
に
全
力
を
尽
く

す
」
旨
の
挨
拶
に
続
き
、
森
田
千
葉
県
知

事
、
永
山
千
葉
労
働
局
長
、
熊
谷
千
葉
市

長
、
加
賀
谷
民
主
党
千
葉
県
連
副
代
表
、

村
上
社
民
党
千
葉
県
連
合
代
表
の
皆
さ
ま

よ
り
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

会場の様子 挨拶に立つ黒河実行委員長

カンパに協力頂く参加者

多くの来賓が出席
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すべての働く者の連帯で、働く

復
興
に
向
け
全
力
で
支
援
し
よ
う
！

式
典
２
部
で
は
、
東
日
本
大
震
災
と
り

わ
け
千
葉
県
内
の
被
災
状
況
や
連
合
千
葉

の
取
り
組
み
経
過
と
今
後
の
予
定
な
ど
を

映
像
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
千
葉
県
労

働
者
福
祉
協
議
会
、
中
央
労
金
千
葉
県
本

部
、
全
労
済
千
葉
県
本
部
よ
り
、
福
祉
団

体
の
大
震
災
に
係
る
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
メ
ー
デ
ー
の
共
催
地
域
協
議

会
で
あ
る
千
葉
地
域
協
議
会
な
ら
び
に
市

原
地
域
協
議
会
よ
り
、
連
合
千
葉
が
行
う

救
援
カ
ン
パ
の
一
部
に
と
「
義
援
金
」
が

寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
メ
ー
デ
ー

宣
言
お
よ
び
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
サ
ブ
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
採
択
し
、
最
後
に
、
連
合
運
動
の

更
な
る
発
展
と
一
刻
も
早
い
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
を
誓
い
合
う
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
も
、
会
場
内
に
展
示
し
た

被
災
状
況
の
写
真
パ
ネ
ル
を
食
い
入
る
よ

う
に
見
る
人
や
、
会
場
内
で
行
っ
た
カ
ン

パ
の
呼
び
か
け
に
参
加
者
か
ら
多
大
な
協

力
を
頂
く
な
ど
、
一
刻
も
早
い
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
を
願
い
、
そ
し
て
総
力
で

支
え
続
け
て
い
く
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ

た
メ
ー
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
４
月
29
日
13
時
か
ら
千
葉
地
域

協
議
会
が
行
う
震
災
救
援
カ
ン
パ
活
動
を

皮
切
り
に
、
各
地
域
協
議
会
主
催
の
地
域

メ
ー
デ
ー
で
も
同
カ
ン
パ
活
動
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

復興への決意を込めたガンバロー三唱

会場に展示した被災写真を見る参加者
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東日本大震災への支援施策
②生活資金などのお借入希望者への対応
■緊急特別融資制度（無担保）

労金業態統一施策について

中央労金独自施策について

東日本大震災により被災した方のうち、当金庫の取引資格を満たす方
○　500万円以内
○　最長10年

概　　要

○　本人または三親等以内の親族の今般の震災にかかる復旧等に要する生活資
金全般

○　固定金利型：年0.8％
　⑴　保証機関：日本労働者信用基金協会
　⑵　保証料率（上記金利に上乗せとなります）
　　①　団体会員の間接構成員の方：年0.4％
　　②　①以外の方：年0.8％
○　不要
○　お申込みに際しては「罹災証明」のご提出は不要です（金庫所定書式によ
り利用申告書のご提出を頂きます）。借入申込書・ご本人確認書類等のご
提出が必要となります。

○　2011年3月18日より2012年3月31日の申込受付分までとなります。

貸 出 対 象 者
ご 利 用 限 度 額
ご 融 資 期 間

資 金 使 途

金利タイプ・利率

保 証

担 保

必 要 書 類

お 取 扱 い 期 間

　※その他、詳細は営業店までお問い合わせください。
　※2011年３月18日～2011年５月13日までの融資実行取扱件数／金額　　26件／2,536万円

①　義　援　金
　　東北労金を除く12金庫および協会・連合会より合計２億円（うち、中央ろうきん１億円）。
②　東北労金への見舞金
　　12金庫および協会・連合会より合計１億円（うち、中央ろうきん18百万円）。
③　義援金振込手数料の免除
　　労働団体・生協連等が実施している義援金口座への系統内振込手数料免除の実施。
④　東北労金への特別貸付
　　資 金 使 途：「東日本大震災」の被災者向け貸付対応資金
　　貸 付 期 間：2011年３月15日以降2046年４月末まで
　　貸付限度額：800億円
　　適 用 金 利：0.01％（2021年度末までの当初10年間）

①　義　援　金
今般の震災による被災者の方々の救援や被災地の復興への協力を目的として、茨城県に対し義援金
1,000万円

②　各種手数料の免除
　　緊急特別融資に係る不動産担保取扱手数料や震災被害に対する通帳・カード等の再発行手数料免除。
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中央労働金庫における
　中央ろうきんでは、東日本大震災によって被災（罹災）されたお客様の災害復旧等にかかる資金需要
にお応えすべく、下記のとおり緊急特別融資制度【無担保・有担保】を制定し、全営業店舗で取扱いを
開始いたしましたのでお知らせいたします。勤労者の方で被災された方がいらっしゃる場合は、ご周知
賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

①住宅資金のお借入れ希望者への対応
■緊急特別融資制度（有担保）

東日本大震災による被災された皆さまへの緊急特別融資制度について

東日本大震災により被災した方のうち、当金庫の取引資格を満たす方
○　5000万円以内
○　最長35年

概　　要

○　本人（もしくは親または子）の今般の震災にかかる復旧等に要する住宅関
連資金等

○　ろうきん住宅ローン標準金利より
　　変動金利型　　最大引下げ幅　年▲1.775％
　　その他特約型　最大引下げ幅　年▲1.550％
　　　※全期間引下げ型のみの取扱いとなります。
○　免除
○　保証機関：日本労働者信用基金協会
　　　※保証料は別途、お客様負担となります。
○　ご融資対象物件に第一順位の抵当権を設定登記させて頂きます。
○　お申込みに際しては「罹災証明」のご提出は不要です（金庫所定書式によ
り利用申告書のご提出を頂きます）。借入申込書・ご本人確認書類・資金
使途確認書類・担保物件確認書類等のご提出が必要となります。

○　2011年3月18日より2012年3月31日の申込受付分までとなります。

貸 出 対 象 者
ご 利 用 限 度 額
ご 融 資 期 間

資 金 使 途

金 利 引 下 げ 幅

不動産担保取扱手数料

保 証

担 保

必 要 書 類

お 取 扱 い 期 間

※その他、詳細は営業店までお問い合わせください。
※2011年３月18日～2011年５月13日までの受付件数／金額　　８件／1億7,280万円

特 　 別
引 下 げ

引 下 げ 条 件

金庫所定書式による
「緊急特別融資制度利
用申告書」の提出
※公的な罹災証明書の

提出は不要

変 動 金 利

全 期 間 引 下 げ 型

▲1.625％

▲0.150％

▲1.775％

会 員 引 下 げ

最 大 引 下 げ 幅

固定選択３・５・10・20年
上 限 設 定 10 年

▲1.400％

▲1.550％

個人引下げ項目の条件充足不要
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全
労
済
の
対
応
に
つ
い
て

全
労
済
で
は
今
回
の
震
災
を
、
全
労
済
の
災
害
区

分
に
お
け
る
第
1
号
災
害
（
全
国
域
の
災
害
要
員
派

遣
等
を
実
施
）
と
認
定
し
、
い
ち
早
く
全
労
済
本
部

に
災
害
対
策
本
部
を
、
被
災
地
の
県
本
部
に
現
地
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
全
国
か
ら
被
災
地
支
援
と
現
場
調
査
活
動
支
援

の
た
め
に
、
全
労
済
役
職
員
を
派
遣
し
、
被
災
者
対

応
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

千
葉
県
で
は
一
部
の
海
岸
部
で
の
津
波
被
害
と
併

せ
、
都
市
部
で
の
液
状
化
の
被
害
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
方
の
お
宅
を
訪
ね
て
お
話
を
聞

き
、
そ
の
心
情
を
受
け
止
め
る
対
応
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
長
期
戦
と
な
り
ま
す
が
、
役
割
を
き
っ
ち
り

果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

千
葉
県
本
部
災
害
対
策
本
部　
２
０
１
１
年
５
月
30
日
現
在

共
済
金
支
払
件
数　

２
，
２
９
２
件

支
払
共
済
金
額　

約
25
億
７
９
３
８
万
円

（
住
宅
災
害
に
対
す
る
共
済
金
）

　

千
葉
県
本
部
災
害
対
策
本
部
は
他
県
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
現
場
調
査

員
の
規
模
を
拡
大
し
、
被
災
者
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
の
心
情
を
受
け
止
め
て

全
労
済
千
葉
県
本
部
災
害
対
策
本
部
長

（
全
労
済
千
葉
県
本
部
本
部
長
）
川
嶋　

正
和

災害対策本部長の決意 東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

全
労
済
の
対
応
と
被
災
地
支
援

森田知事へ義援金を贈呈する川嶋本部長

災害対策本部　ミーティングの様子
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被
災
地
支
援
策
に
つ
い
て

◦
被
災
地
の
災
害
復
興
を
目
的
と
し
て
、

総
額
1
億
１
０
０
０
万
円
を
被
災
し
た

現
地
自
治
体
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

◦
緊
急
募
金
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

義
援
金
口
座
を
開
設
し
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
、
労
働
組
合
な
ど
の
協
力
団
体
、
指

定
整
備
工
場
、
一
般
の
方
々
を
対
象
に
募

金
活
動
を
行
い
、
日
本
赤
十
字
社
や
中
央

共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、
被
災
地
お
よ
び

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
へ
お
渡
し
す
る
予

定
で
す
。

全労済東日本大震災被災者支援義援金

2011年３月28日㈪～９月30日㈮

中央労働金庫　西新宿支店

口座　普通預金  3 5 8 4 1 9 8

名義　全労済義援金口
　　　 （ｾﾞﾝﾛｳｻｲｷﾞｴﾝｷﾝｸﾞﾁ）

義援金の名称

募 集 期 間

義援金口座

※全国の労働金庫本支店窓口からの振込手数料は無料となります。

※ATMを利用してのお振り込みの場合、手数料が発生しますので

ご注意ください。

※その他の金融機関でも義援金口座を開設しています。詳しくは

全労済ホームページをご覧ください。

緊急募金活動

これまでの主な自然災害に対する全労済の取り組み
「火災共済」事業開始

新潟地震で１億１千万円の見舞金給付

阪神・淡路大震災で185億円の見舞金・共済金を
お支払い

「自然災害に対する国民的保障制度を求める国民
会議」発足
2500万人署名活動に取り組み、翌年提出

「被災者生活再建支援法」が成立

「自然災害共済」事業開始

新潟県中越地震で51億円お支払い

新潟県中越沖地震で34億円お支払い

1954年

1964年

1995年

1996年

1998年

2000年

2004年

2007年

2004年

2004年

2005年

2007年

2007年

2008年

2008年

2009年

新潟・福井豪雨　台風（15～23号）

新潟県中越地震

平成18年豪雪

新潟県中越沖地震

台風（４～９号）

岩手・宮城内陸地震

岩手県沿岸北部を震源とする地震

駿河湾を震源とする地震

約209億3,000万円
約51億8,000万円
約24億7,000万円
約34億400万円
約9億9,500万円
約4億2,800万円
約3億1,000万円
約4億5,300万円

2004～2009年度　主な災害に対する支払実績
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に関する生協の取り組みについて

生
協
が
千
葉
県
お
よ
び
県
内
市
町
、
日

本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
と
締
結
し
て
い

た
災
害
時
協
力
協
定
が
発
災
直
後
か
ら
発

動
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
夜
か
ら
約
２
週

間
の
間
に
、
千
葉
県
と
６
市
の
要
請
に
応

え
て
、
飲
料
水
、
パ
ン
・
カ
ッ
プ
麺
な
ど

　３月 11 日の東日本大震災によって、県内の生協は店舗や配送センターに被害を受けましたが、
発災直後から、店舗や配達供給によって組合員に商品を届けるために全力をあげ、また、県内外
の被災地支援に取り組んできました。そうした取り組みの一端を紹介します。

の
食
料
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
コ
ン

パ
ク
ト
ト
イ
レ
な
ど
の
生
活
用
品
を
数
多

く
県
内
被
災
地
に
届
け
、
ま
た
、
赤
十
字

の
要
請
に
応
え
て
毛
布
な
ど
の
緊
急
物
資

の
搬
送
に
協
力
し
ま
し
た
。

自
治
体
お
よ
び
赤
十
字
社
と
の
災
害
時
協
力
協
定
が
発
動

旭
市
、
浦
安
市
を
は
じ
め
と
す
る
県
内

被
災
地
を
お
見
舞
い
訪
問
し
、
避
難
所
で

の
炊
き
出
し
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
岩
手
・
宮
城
・
福
島
各

県
へ
は
、
全
国
の
生
協
と
共
に
支
援
に
参

加
し
ま
し
た
。
東
北
３
県
の
避
難
所
や
生

協
の
支
援
に
は
、
全
国
の
生
協
か
ら
３
月

末
ま
で
に
、
約
６
０
０
台
の
車
両
と
２
，

０
０
０
人
以
上
の
職
員
が
駆
け
つ
け
ま
し

た
。
大
学
生
協
で
は
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
派
遣
を
継
続
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

千
葉
県
内
お
よ
び
東
北
の
被
災
地
や
生
協
を
支
援

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う
放
射
能

問
題
で
、
県
内
外
の
多
く
の
生
産
者
が
風

評
被
害
な
ど
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
が
、
生

協
で
は
こ
う
し
た
生
産
者
を
支
援
し
励
ま

す
た
め
に
、
組
合
員
に
冷
静
な
対
応
を
呼

び
か
け
る
と
共
に
店
舗
や
配
達
供
給
で
応

援
セ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
７
日

に
は
、
千
葉
県
内
の
Ｊ
Ａ
、
漁
連
、
森
林

組
合
、
生
協
で
組
織
し
て
い
る
千
葉
県
協

同
組
合
提
携
推
進
協
議
会
が
、
放
射
能
問

題
に
つ
い
て
生
産
者
と
消
費
者
双
方
か
ら

の
要
望
書
を
県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

放
射
能
問
題
で
の
被
害
に
苦
し
む
生
産
者
を
支
援
、
激
励

放射能問題での要望書を知事に提出　４月７日生協店舗での生産者応援セール
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東日本大震災支援

千
葉
県
生
協
連
に
加
入
す
る
14
会
員
生

協
の
全
て
で
被
災
地
支
援
の
た
め
の
組
合

員
募
金
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
４
月
末

ま
で
に
約
１
億
９
，
０
０
０
万
円
と
か
つ

て
な
い
額
の
募
金
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、

５
月
に
は
２
億
円
を
超
え
る
見
通
し
と

県
内
生
協
の
組
合
員
募
金
は
２
億
円
を
超
え
る
見
通
し

３月

2
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
64
46
9
1
0
2
0
0
3
3
0
61
2
13
6
3
20
7
0
2
4
4

246
162
27
2
3
3
5
44

1696
634
193
105
50
171
160
11
24
23
12
313

２月

5
1
1
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
1
62
36
9
3
0
3
0
0
4
7
0
62
2
9
8
3
17
7
6
2
2
6

165
124
15
1
0
0
1
24

1938
712
211
152
55
174
207
31
30
24
15
327

2011年
１月
4
2
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
64
33
10
5
0
4
0
3
2
7
0
37
0
5
12
0
6
4
2
1
3
4

207
139
27
7
1
2
0
31

1982
666
217
143
77
186
209
16
18
32
18
400

12月

1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
67
44
10
3
0
4
0
0
2
4
0
66
3
9
9
6
24
0
11
1
2
1

246
124
48
1
4
2
5
62

2031
681
241
143
96
206
207
22
16
32
17
370

11月

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
71
44
14
2
0
6
0
0
0
5
0
45
2
7
12
2
8
3
3
4
3
1

192
140
18
1
0
0
2
31

2088
775
244
124
83
189
235
14
22
18
16
368

10月

1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
72
37
13
5
0
6
0
0
0
11
0
44
2
5
8
2
11
4
3
2
5
2

163
98
26
0
2
1
0
36

2085
839
183
118
70
186
254
8
12
14
13
388

９月

3
1
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
88
57
14
3
0
3
0
0
0
11
0
26
4
1
7
2
6
1
1
2
1
1

188
115
28
4
1
2
1
37

2097
796
211
145
72
178
271
17
36
24
22
325

８月

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
59
38
9
0
0
4
0
0
2
6
0
34
4
6
0
7
7
2
3
0
5
0
224
155
25
3
1
2
0
38
2109
714
203
155
62
192
303
13
24
18
20
405

７月

5
1
0
0
1
1
0
1
1
0
0
0
0
0
0
68
41
9
3
0
3
0
0
4
8
0
23
1
5
0
0
12
2
0
1
2
0
175
93
37
3
2
3
0
37
2081
681
224
142
81
202
303
15
26
27
21
359

６月

2
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
59
32
9
4
0
5
0
0
3
5
1
33
2
5
2
4
10
2
0
3
5
0
131
47
31
2
0
3
0
48
2199
758
244
164
67
223
262
29
29
23
29
371

５月

1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
44
21
9
2
0
2
0
0
3
5
2
41
1
4
8
2
8
6
2
2
8
0

122
60
21
1
1
2
1
36
2229
786
300
178
75
216
249
17
27
28
29
324

2010年
４月
6
0
0
4
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
57
28
10
3
0
4
0
0
7
5
0
47
0
6
10
9
11
2
1
1
7
0
122
59
23
2
3
3
0
32
2231
806
235
168
81
264
234
20
26
30
21
346

相談・支援内容

相談件数
労働問題
保険年金
生活融資
金融多重債務
家庭問題
子育関係
ボランティア関係
住宅関係
交通事故
遺産相続
福祉・医療・介護
命・こころ
食の安全
その他

相談件数
保育所送・迎
施設等迎え・夕食支援・預り
夕食支援・預り
昼食支援
保護者等の病気による援助
朝・昼食支援・預り・送り
施設へ迎え・預り
塾への迎え・預り
預り
その他

相談件数
労働組合関係
労働契約関係
賃金関係
労働時間関係
雇用関係
退職関係
保険・税関係
安全衛生関係
差別等
その他

相談件数
電話で終了
法律専門家紹介
警察
行政機関
保健福祉施設
貸金業協会・保証協会

その他（面接実施件数）
相談件数

人生
家族
夫婦
男女
対人関係
保健・医療
教育問題
性
法律・経済
情報
その他

電
話
相
談

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

ハ
ミ
ン
グ
ち
ば

連
合
千
葉
・
労
働
相
談

生
活
再
生
支
援
セ
ン
タ
ー

（
多
重
債
務
相
談
）

い
の
ち
の
電
話

相談活動ネットワーク団体サポート件数総合報告2010年度

瓦礫の中、組合員を探して配達　３月 14日、旭市

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
市
で
火
葬

さ
れ
た
東
北
の
被
災
者
の
た
め
に
献
花
を

提
供
す
る
取
り
組
み
な
ど
も
行
っ
て
き
ま

し
た
。
県
内
の
生
協
で
は
、
今
後
も
、
長

期
に
わ
た
っ
て
必
要
な
支
援
活
動
を
進
め

て
い
く
事
に
し
て
い
ま
す
。
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「通常総会」開催
東日本大震災復興支援
各団体の取り組み

東日本大震災で被災された方々に、 　
　　　　　　　お見舞い申し上げます。
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